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【要  旨】  
妊娠中は胎盤から分泌されるホルモンの影響によりインスリン抵抗性状態
となり、糖尿病合併妊婦ではインスリン必要量が増加することが知られている。
日本人 1 型糖尿病合併妊婦における妊娠中のインスリン必要量の変化、および
その関連因子を検討した。対象は当院で出産した 1 型糖尿病合併妊婦 77 名（初
産婦 56%、年齢 32.1 歳、罹病期間 14.6 年、 BMI 21.6 kg/㎡）である。診療録
で母体臨床像、インスリン使用量、分娩転帰を確認し、インスリン増加率（最
大インスリン使用量 /妊娠前インスリン量）と母体臨床像、分娩結果の関連を検
討した。インスリン量は妊娠前 43 単位 /日であったが 20 週以降増加し、最高投
与量は妊娠 35 週の 67 単位 /日（妊娠前の 1.6 倍）であった。インスリン増加率
は糖尿病罹病期間と負の相関を認め（ r=-0.298、 p=0.008）、経産婦で初産婦に
比べ高値であった (1.75 v.s. 1.53、p=0.047)。重回帰分析において罹病期間の
みが有意な関連因子であった。糖尿病罹病期間の長い妊婦では、妊娠中のイン
スリン増加率が小さく、潜在的な胎盤機能低下が存在する可能性が考えられた。
なお妊娠中のインスリン必要量には様々な因子が関連しており、そのメカニズ
ムの解明にはさらなる検討が必要である。  
